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―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 625 号

北海道教区祭

第
3
回 

北
海
道
教
区
祭

　
「
も
っ
と
勇
み  

し
ん
じ
ん
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
8
月
30

日
、
教
務
支
庁
及
び
支
部
会
場
で

「
第
３
回 

北
海
道
教
区
祭
」
を
開

催
し
た
。

　

教
務
支
庁
で
は
、
早
朝
よ
り
全
道

各
地
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
乗
用

車
等
で
、
お
つ
と
め
奉
仕
者
、
参
拝

者
が
参
集
し
た
。

　

管
内
教
友
が
、
次
々
と
神
殿
を
埋

め
て
い
く
中
、
支
部
長
有
志
に
よ
る

奏
楽
の
下
、
開
扉
・
献
饌
が
つ
と
め

ら
れ
た
。

　

午
前
10
時
、
祭
主
奥
村
教
区
長
及

び
祭
員
が
神
前
に
参
進
。
親
神
様
・

教
祖
・
祖
霊
様
を
礼
拝
。
祭
文
奏
上

後
、
教
区
長
は
挨
拶
に
立
ち
、「
現

教
務
支
庁
舎
が
完
成
し
て
丸
32
年
を

迎
え
ま
し
た
。
落
成
式
に
於
い
て
三

代
真
柱
様
は
、『
教
区
活
動
の
活
発

な
る
こ
と
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
骨
折
っ
て
建

て
て
、
建
て
甲
斐
が
あ
っ
た
と
、
振

り
返
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
の
出
来
ま

す
よ
う
に
、
教
区
活
動
の
更
な
る
活

性
化
に
向
か
っ
て
、
全
道
教
信
者
の

一
手
一
つ
の
心
寄
せ
を
切
に
お
願
い

し
て
や
ま
な
い
。』
と
お
言
葉
を
下

さ
っ
て
お
り
、
全
道
、
教
信
者
の
心

を
合
わ
せ
る
た
め
に
「
お
つ
と
め
」

（
２
P
へ
続
く
↖
）

を
つ
と
め
、
世
の
治
ま
り
を
願
っ
て

「
お
つ
と
め
」
を
つ
と
め
る
の
で
あ

り
ま
す
。

　

教
区
祭
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
教

え
を
世
の
中
に
伝
え
広
め
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
あ
る
。
全
道
教
信
者

が
心
を
一
つ
に
し
、
ま
ず
は
教
区
祭

の
お
つ
と
め
を
勇
み
に
勇
ん
で
つ
と

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
述

べ
、
こ
こ
ま
で
の
模
様
は
、
支
部
会

場
へ
もYouTube

に
て
配
信
さ
れ

た
。

　
「
世
界
の
治
ま
り
」
を
祈
念
し
、

教
務
支
庁
で
は
、
13
交
代
で
、
ま
た

支
部
会
場
に
て
も
役
割
を
整
え
、
座

り
づ
と
め
、
12
下
り
の
て
を
ど
り
を

つ
と
め
た
。

　

お
つ
と
め
後
、
2
名
が
感
話
に
登

壇
し
た
。

受　付

4

　
北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

9
月
2
日　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

教
区
功
労
者
合
祀
慰
霊
祭

　
　
　
　
　

功
労
者
を
偲
ぶ
会

　
　

4
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

5
日　

学
生
会
例
会

　
　

6
日　

し
ら
ゆ
き
会
例
会

　
　
　
　
　

基
礎
講
座 

函
館
会
場

　
　

13
日　
学
生
会 

道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　
　

16
日　

や
ま
び
こ
会

　
　

21
日　

し
ら
ゆ
き
会
例
会

　
　

23
日　

教
区
長
帰
本

　
　

25
日　

教
区
長
会
議

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

合
唱
団
練
習

　
　
　
　
　

主
事
会

　
　

27
日　

本
部
秋
季
霊
祭

　
　
　
　
　

し
ら
ゆ
き
会
例
会

　
　

28
日　

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
30
日
）

　
　
　
　
　

教
区
長
帰
庁

　
　

30
日　

た
す
け
推
進
会
議

訃
　
報

　
　
立
教
一
八
九
年
・
令
和
8
年

・
高
井   

廣
子
様   

8
月
7
日
出
直  （
91
歳
）

　

名
寄
太
分
教
会
前
会
長

　

北
名
寄
分
教
会
三
代
会
長　
（
天
塩
支
部
）

・
大
矢
　
光
司
様   

8
月
26
日
出
直
（
77
歳
）

　

上
旭
川
分
教
会
長            （
上
川
支
部
）

・
青
木
　
正
伸
様   

8
月
27
日
出
直
（
93
歳
）

　

江
差
分
教
会
前
会
長　

     （
渡
島
支
部
）

・
福
井
　
道
成
様   

8
月
28
日
出
直
（
76
歳
）

　

富
原
分
教
会
長　

        （
富
良
野
支
部
）
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―災害対策―「ひのきしんの実践と訓練」装備と備蓄

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

（
令
和
8
年
8
月 

お
運
び
）

上
川
支
部   

德
士
分
教
会
（
撫
養
）

　
　

奉
告
祭　

10
月
10
日

西山 恭一  氏
51 歳

●
北
見
支
部
（
渡
邉
道
仁
支
部
長
）

は
、
8
月
9
日
、
華
形
分
教
会
を
会

場
に
、
支
部
総
会
を
開
催
、
45
名
が

参
加
。

　

布
教
を
志
す
者
の
会
「
や
ま
び
こ

会
」
で
は
、
9
月
16
日
、
8
名
の
教

友
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
札
幌

市
中
央
区
の
住
宅
街
で
、
戸
別
訪
問

に
ま
わ
り
、
布
教
活
動
を
行
っ
た
。

　

実
動
後
に
、
教
務
支
庁
に
戻
り
、

に
を
い
が
け
の
振
り
返
り
や
、
日
頃

の
布
教
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

　

参
加
者
の
一
人
A
さ
ん
は
支
部
長

を
つ
と
め
て
お
り
、
昨
年
10
月
か
ら

や
ま
び
こ
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
以
前
か
ら
「
一
日
一
人
に

　

布
教
を
志
す
者
の
会
と
し
て
、
に

を
い
が
け
活
動
を
中
心
に
実
動
し
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

　

次
回
は
、
10
月
16
日 

13
時
30
分
〜

　
　
　

      

教
務
支
庁
集
合

◆ 

や
ま
び
こ
会
の
ご
案
内 

◆

定
例
に
を
い
が
け

や
ま
び
こ
会

声
掛
け
」
を
す
る
心
を
定
め
て
い
た

が
、
ま
す
ま
す
勇
ん
で
布
教
に
励
ん

で
い
る
中
、
こ
の
ほ
ど
支
部
の
婦
人

会
が
月
に
１
度
、
布
教
日
を
設
け
て

実
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
今
は
二
人
三
人
と
少
人
数
だ
が
、

自
主
的
な
動
き
が
と
て
も
嬉
し
い
」

と
地
域
活
動
を
進
め
る
立
場
と
し
て

喜
び
を
披
露
下
さ
れ
た
。

                                  （
代
表  

藤
野
充
普
）

戸別訪問

●
北
見
支
部
婦
人
会
（
中
平
由
紀
子

主
任
）
は
、
９
月
20
日
、
仁
頃
分
教

会
を
会
場
に
婦
人
会
総
会
＆
み
ち
の

だ
い
育
み
塾
を
開
催
。参
加
者
32
名
。

（
婦
人
会
員
22
名
·
少
年
会
員
·
他

10
名
）

各 

地 

の 

動 

き

支
部
総
会
報
告

　

総
会
は
、
座
り
づ
と
め
·
よ
ろ
づ

よ
八
首
を
つ
と
め
た
。

　

そ
の
後
の「
み
ち
の
だ
い
育
み
塾
」

で
は
、次
の
世
代
へ
繋
げ
る
た
め
に
、

「
婦
人
会
員
も
共
に
伝
え
る
力
を
つ

け
る
こ
と
・
声
を
か
け
続
け
る
こ
と
」

を
確
認
し
、
笑
顔
で
次
回
の
再
会
を

誓
っ
た
。
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―求道―　教えと熱を伝える「研修と伝道」

少
年
会
Y.Y
キ
ャ
ン
プ

　

少
年
会
（
大
脇
直
丸
団
長
）
は
、

８
月
22
日
、
千
歳
市
の
祝
梅
分
教
会

キ
ャ
ン
プ
広
場
に
て
、
ワ
ン
デ
ー
の

Y.Y
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
は
、
台
風
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
が
、
今
年
は
快
晴
の
中
、
多

く
の
少
年
会
員
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

開
会
式
の
後
、
広
場
に
て
ス
イ
カ

割
り
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
お
つ
と
め
練

習
を
行
っ
た
。

　

夕
食
で
は
、
自
分
た
ち
の
起
こ
し

た
火
で
ご
飯
を
炊
き
、
美
味
し
い
カ

レ
ー
を
味
わ
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

　

夕
づ
と
め
後
の
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
ゲ
ー
ム
や

歌
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち

の
大
き
な
歓
声
と
笑
顔
に
包
ま

れ
た
。

（
参
加
者
40
名 

内
少
年
会
員
19
名
、

育
成
会
員
12
名
、
ス
タ
ッ
フ
9
名
）

キャンプファイヤー

おつとめ練習 スイカ割り

歌でノリノリに

教
区
功
労
者
合
祀
慰
霊
祭

　

9
月
２
日
、
祖
霊
殿
に
て
奥
村
教

区
長
を
祭
主
に
、
教
区
功
労
者
の
合

祀
慰
霊
祭
が
つ
と
め
ら
れ
、
第
十
四

代
教
区
長
藤
田
文
雄
先
生
、
元
主
事

五
十
嵐
仁
先
生
、
元
宗
谷
支
部
長
和

田
正
雄
先
生
、
元
紋
別
支
部
長
渡
邉

國
源
先
生
の
四
柱
の
御
霊
を
合
祀
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

合
祀
慰
霊
祭
後
に
は
、「
功
労
者

を
偲
ぶ
会
」
が
行
わ
れ
た
。

（
↙
１
P
の
続
き
）

感話・齊藤氏 感話・樋口氏

　

樋
口
茂
氏
（
山
名
大
・
平
鹿
分
・

よ
う
ぼ
く
）
は
、
妻
の
身
上
の
た
す

か
り
を
願
い
、
布
教
活
動
を
展
開
し

て
歩
む
中
で
変
化
し
て
ゆ
く
信
仰
へ

の
思
い
を
披
歴
し
た
。

　

齊
藤
祐
子
氏
（
夕
張
大
・
東
苗
穂
分
・

教
会
長
夫
人
）
は
発
達
臨
床
心
理
士
・

公
認
心
理
士
と
し
て
も
務
め
る
中
、

家
族
に
お
見
せ
い
た
だ
く
事
情
や
、

お
世
話
ど
り
す
る
方
を
通
し
て
、
未

信
仰
だ
っ
た
自
身
の
心
に
生
ま
れ
た

お
道
へ
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
話

し
た
。

　

参
加
総
数
568
名
（
教
務
支
庁
会
場

365
名
、
支
部
会
場
203
名
）
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基 

礎 

講 

座

　

９
月
６
日
（
日
）
函
館
会
場
に
お

い
て
、
基
礎
講
座
を
開
催
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

奥
村
尚
人
先
生
を
講
師
に
27
名
の

方
に
受
講
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
内
18

名
は
初
受
講
と
い
う
こ
と
で
、
支
部

内
に
お
か
れ
ま
し
て
も
声
掛
け
に
力

を
入
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

教
会
長
布
教
実
動
週
間
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
大
勢
の
教
会
長
の
方
々
も

共
に
基
礎
講
座
を
受
講
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

教
務
支
庁
ま
で
の
距
離
が
遠
い
地

域
の
方
々
は
、
札
幌
で
の
受
講
が
難

し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
に
お
ぢ
ば
の
風
を
届
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
事
務
局
で
は

地
方
で
の
開
催
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。

　

次
回
開
催
は
、
11
月
1
日
（
日
） 

小
樽
会
場
（
天
理
教
館
） 

、
11
月
29

日
（ 

日
） 

教
務
支
庁
会
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
係
員
一
同
、
ご
受
講

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

                            （
事
務
局
長 

佐
藤
元
展
）

函館会場

学
　
生
　
会

●
「
夏
休
み
行
事
」

　

学
生
会
（
野
村
夏
実
委
員
長
）
は
、

教
務
支
庁
で
8
月
22
日
か
ら
23
日
に

か
け
て
、「
夏
休
み
行
事
」
を
開
催
。

　

夏
休
み
期
間
に
教
理
に
触
れ
、
学

生
同
士
が
親
睦
を
深
め
る
企
画
を
メ

イ
ン
に
行
わ
れ
、17
名
が
参
加
し
た
。

　

1
日
目
は
、
お
道
の
教
理
に
触
れ

て
も
ら
お
う
と
「
八
つ
の
ほ
こ
り
」

に
つ
い
て
ト
ー
キ
ン
グ
。
続
い
て
お

つ
と
め
練
習
を
行
っ
た
。

　

2
日
目
は
、
夏
の
行
事
ら
し
く
、

晴
天
の
下
、
水
遊
び
や
BBQ
を
行
い
、

学
生
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
。

　
「
今
回
は
、
八
つ
の
ほ
こ
り
の
勉

強
、
水
遊
び
、
BBQ
と
夏
満
載
の
行
事

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
学
生
さ
ん
も
初
参
加

の
学
生
さ
ん
も
、
互
い
に
気
を
配
り

合
い
な
が
ら
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な

空
気
感
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
行
事

を
ま
た
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
！
」

と
野
村
委
員
長
が
コ
メ
ン
ト
し
た
。

● 

道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　

9
月
13
日
、
道
の
学
生
ひ
の
き
し

ん
デ
ー
が
、
天
理
教
学
生
会
主
催
で

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
で

は
教
務
支
庁
を
会
場
に
学
生
5
名
が

参
加
。

　
「
感
謝
を
溢
れ
さ
せ
て
陽
気
に
勇

も
う
！
」と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

教
務
支
庁
周
辺
の
ご
み
拾
い
ひ
の
き

し
ん
を
行
っ
た
。

　

野
村
委
員
長
は
、「
少
数
の
参
加

者
で
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
が
感
謝

夏休み行事

ゴミ拾い

の
心
を
持
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
に
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
回
の
行
事
で
あ
る
、
お

つ
と
め
総
会
に
は
、
多
く
の
学
生
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

各
支
部
、
教
会
長
の
皆
様
に
は
、
学

生
へ
の
お
声
掛
け
の
ご
協
力
を
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。」
と
お
つ
と
め
総

会
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

アイスブレイク（ゲーム）
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―求道―　教えと熱を伝える「研修と伝道」

少
年
会
Y.Y
キ
ャ
ン
プ

　

少
年
会
（
大
脇
直
丸
団
長
）
は
、

８
月
22
日
、
千
歳
市
の
祝
梅
分
教
会

キ
ャ
ン
プ
広
場
に
て
、
ワ
ン
デ
ー
の

Y.Y
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
は
、
台
風
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
が
、
今
年
は
快
晴
の
中
、
多

く
の
少
年
会
員
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

開
会
式
の
後
、
広
場
に
て
ス
イ
カ

割
り
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
お
つ
と
め
練

習
を
行
っ
た
。

　

夕
食
で
は
、
自
分
た
ち
の
起
こ
し

た
火
で
ご
飯
を
炊
き
、
美
味
し
い
カ

レ
ー
を
味
わ
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

　

夕
づ
と
め
後
の
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
ゲ
ー
ム
や

歌
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち

の
大
き
な
歓
声
と
笑
顔
に
包
ま

れ
た
。

（
参
加
者
40
名 

内
少
年
会
員
19
名
、

育
成
会
員
12
名
、
ス
タ
ッ
フ
9
名
）

キャンプファイヤー

おつとめ練習 スイカ割り

歌でノリノリに

教
区
功
労
者
合
祀
慰
霊
祭

　

9
月
２
日
、
祖
霊
殿
に
て
奥
村
教

区
長
を
祭
主
に
、
教
区
功
労
者
の
合

祀
慰
霊
祭
が
つ
と
め
ら
れ
、
第
十
四

代
教
区
長
藤
田
文
雄
先
生
、
元
主
事

五
十
嵐
仁
先
生
、
元
宗
谷
支
部
長
和

田
正
雄
先
生
、
元
紋
別
支
部
長
渡
邉

國
源
先
生
の
四
柱
の
御
霊
を
合
祀
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

合
祀
慰
霊
祭
後
に
は
、「
功
労
者

を
偲
ぶ
会
」
が
行
わ
れ
た
。

（
↙
１
P
の
続
き
）

感話・齊藤氏 感話・樋口氏

　

樋
口
茂
氏
（
山
名
大
・
平
鹿
分
・

よ
う
ぼ
く
）
は
、
妻
の
身
上
の
た
す

か
り
を
願
い
、
布
教
活
動
を
展
開
し

て
歩
む
中
で
変
化
し
て
ゆ
く
信
仰
へ

の
思
い
を
披
歴
し
た
。

　

齊
藤
祐
子
氏
（
夕
張
大
・
東
苗
穂
分
・

教
会
長
夫
人
）
は
発
達
臨
床
心
理
士
・

公
認
心
理
士
と
し
て
も
務
め
る
中
、

家
族
に
お
見
せ
い
た
だ
く
事
情
や
、

お
世
話
ど
り
す
る
方
を
通
し
て
、
未

信
仰
だ
っ
た
自
身
の
心
に
生
ま
れ
た

お
道
へ
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
話

し
た
。

　

参
加
総
数
568
名
（
教
務
支
庁
会
場

365
名
、
支
部
会
場
203
名
）
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―たすけあい―　悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

基 
礎 

講 

座

　

９
月
６
日
（
日
）
函
館
会
場
に
お

い
て
、
基
礎
講
座
を
開
催
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

奥
村
尚
人
先
生
を
講
師
に
27
名
の

方
に
受
講
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
内
18

名
は
初
受
講
と
い
う
こ
と
で
、
支
部

内
に
お
か
れ
ま
し
て
も
声
掛
け
に
力

を
入
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

教
会
長
布
教
実
動
週
間
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
大
勢
の
教
会
長
の
方
々
も

共
に
基
礎
講
座
を
受
講
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

教
務
支
庁
ま
で
の
距
離
が
遠
い
地

域
の
方
々
は
、
札
幌
で
の
受
講
が
難

し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
に
お
ぢ
ば
の
風
を
届
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
事
務
局
で
は

地
方
で
の
開
催
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。

　

次
回
開
催
は
、
11
月
1
日
（
日
） 

小
樽
会
場
（
天
理
教
館
） 

、
11
月
29

日
（ 

日
） 

教
務
支
庁
会
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
係
員
一
同
、
ご
受
講

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

                            （
事
務
局
長 

佐
藤
元
展
）

函館会場

学
　
生
　
会

●
「
夏
休
み
行
事
」

　

学
生
会
（
野
村
夏
実
委
員
長
）
は
、

教
務
支
庁
で
8
月
22
日
か
ら
23
日
に

か
け
て
、「
夏
休
み
行
事
」
を
開
催
。

　

夏
休
み
期
間
に
教
理
に
触
れ
、
学

生
同
士
が
親
睦
を
深
め
る
企
画
を
メ

イ
ン
に
行
わ
れ
、17
名
が
参
加
し
た
。

　

1
日
目
は
、
お
道
の
教
理
に
触
れ

て
も
ら
お
う
と
「
八
つ
の
ほ
こ
り
」

に
つ
い
て
ト
ー
キ
ン
グ
。
続
い
て
お

つ
と
め
練
習
を
行
っ
た
。

　

2
日
目
は
、
夏
の
行
事
ら
し
く
、

晴
天
の
下
、
水
遊
び
や
BBQ
を
行
い
、

学
生
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
。

　
「
今
回
は
、
八
つ
の
ほ
こ
り
の
勉

強
、
水
遊
び
、
BBQ
と
夏
満
載
の
行
事

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
学
生
さ
ん
も
初
参
加

の
学
生
さ
ん
も
、
互
い
に
気
を
配
り

合
い
な
が
ら
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な

空
気
感
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
行
事

を
ま
た
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
！
」

と
野
村
委
員
長
が
コ
メ
ン
ト
し
た
。

● 

道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　

9
月
13
日
、
道
の
学
生
ひ
の
き
し

ん
デ
ー
が
、
天
理
教
学
生
会
主
催
で

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
で

は
教
務
支
庁
を
会
場
に
学
生
5
名
が

参
加
。

　
「
感
謝
を
溢
れ
さ
せ
て
陽
気
に
勇

も
う
！
」と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

教
務
支
庁
周
辺
の
ご
み
拾
い
ひ
の
き

し
ん
を
行
っ
た
。

　

野
村
委
員
長
は
、「
少
数
の
参
加

者
で
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
が
感
謝

夏休み行事

ゴミ拾い

の
心
を
持
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
に
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
回
の
行
事
で
あ
る
、
お

つ
と
め
総
会
に
は
、
多
く
の
学
生
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

各
支
部
、
教
会
長
の
皆
様
に
は
、
学

生
へ
の
お
声
掛
け
の
ご
協
力
を
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。」
と
お
つ
と
め
総

会
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

アイスブレイク（ゲーム）
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―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 625 号

北海道教区祭

第
3
回 

北
海
道
教
区
祭

　
「
も
っ
と
勇
み  

し
ん
じ
ん
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
8
月
30

日
、
教
務
支
庁
及
び
支
部
会
場
で

「
第
３
回 

北
海
道
教
区
祭
」
を
開

催
し
た
。

　

教
務
支
庁
で
は
、
早
朝
よ
り
全
道

各
地
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
乗
用

車
等
で
、
お
つ
と
め
奉
仕
者
、
参
拝

者
が
参
集
し
た
。

　

管
内
教
友
が
、
次
々
と
神
殿
を
埋

め
て
い
く
中
、
支
部
長
有
志
に
よ
る

奏
楽
の
下
、
開
扉
・
献
饌
が
つ
と
め

ら
れ
た
。

　

午
前
10
時
、
祭
主
奥
村
教
区
長
及

び
祭
員
が
神
前
に
参
進
。
親
神
様
・

教
祖
・
祖
霊
様
を
礼
拝
。
祭
文
奏
上

後
、
教
区
長
は
挨
拶
に
立
ち
、「
現

教
務
支
庁
舎
が
完
成
し
て
丸
32
年
を

迎
え
ま
し
た
。
落
成
式
に
於
い
て
三

代
真
柱
様
は
、『
教
区
活
動
の
活
発

な
る
こ
と
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
骨
折
っ
て
建

て
て
、
建
て
甲
斐
が
あ
っ
た
と
、
振

り
返
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
の
出
来
ま

す
よ
う
に
、
教
区
活
動
の
更
な
る
活

性
化
に
向
か
っ
て
、
全
道
教
信
者
の

一
手
一
つ
の
心
寄
せ
を
切
に
お
願
い

し
て
や
ま
な
い
。』
と
お
言
葉
を
下

さ
っ
て
お
り
、
全
道
、
教
信
者
の
心

を
合
わ
せ
る
た
め
に
「
お
つ
と
め
」

（
２
P
へ
続
く
↖
）

を
つ
と
め
、
世
の
治
ま
り
を
願
っ
て

「
お
つ
と
め
」
を
つ
と
め
る
の
で
あ

り
ま
す
。

　

教
区
祭
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
教

え
を
世
の
中
に
伝
え
広
め
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
あ
る
。
全
道
教
信
者

が
心
を
一
つ
に
し
、
ま
ず
は
教
区
祭

の
お
つ
と
め
を
勇
み
に
勇
ん
で
つ
と

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
述

べ
、
こ
こ
ま
で
の
模
様
は
、
支
部
会

場
へ
もYouTube

に
て
配
信
さ
れ

た
。

　
「
世
界
の
治
ま
り
」
を
祈
念
し
、

教
務
支
庁
で
は
、
13
交
代
で
、
ま
た

支
部
会
場
に
て
も
役
割
を
整
え
、
座

り
づ
と
め
、
12
下
り
の
て
を
ど
り
を

つ
と
め
た
。

　

お
つ
と
め
後
、
2
名
が
感
話
に
登

壇
し
た
。

受　付

4

　
北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

9
月
2
日　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

教
区
功
労
者
合
祀
慰
霊
祭

　
　
　
　
　

功
労
者
を
偲
ぶ
会

　
　

4
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

5
日　

学
生
会
例
会

　
　

6
日　

し
ら
ゆ
き
会
例
会

　
　
　
　
　

基
礎
講
座 

函
館
会
場

　
　

13
日　
学
生
会 

道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　
　

16
日　

や
ま
び
こ
会

　
　

21
日　

し
ら
ゆ
き
会
例
会

　
　

23
日　

教
区
長
帰
本

　
　

25
日　

教
区
長
会
議

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

合
唱
団
練
習

　
　
　
　
　

主
事
会

　
　

27
日　

本
部
秋
季
霊
祭

　
　
　
　
　

し
ら
ゆ
き
会
例
会

　
　

28
日　

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
30
日
）

　
　
　
　
　

教
区
長
帰
庁

　
　

30
日　

た
す
け
推
進
会
議

訃
　
報

　
　
立
教
一
八
九
年
・
令
和
8
年

・
高
井   

廣
子
様   

8
月
7
日
出
直  （
91
歳
）

　

名
寄
太
分
教
会
前
会
長

　

北
名
寄
分
教
会
三
代
会
長　
（
天
塩
支
部
）

・
大
矢
　
光
司
様   

8
月
26
日
出
直
（
77
歳
）

　

上
旭
川
分
教
会
長            （
上
川
支
部
）

・
青
木
　
正
伸
様   

8
月
27
日
出
直
（
93
歳
）

　

江
差
分
教
会
前
会
長　

     （
渡
島
支
部
）

・
福
井
　
道
成
様   

8
月
28
日
出
直
（
76
歳
）

　

富
原
分
教
会
長　

        （
富
良
野
支
部
）
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―災害対策―「ひのきしんの実践と訓練」装備と備蓄

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

（
令
和
8
年
8
月 

お
運
び
）

上
川
支
部   

德
士
分
教
会
（
撫
養
）

　
　

奉
告
祭　

10
月
10
日

西山 恭一  氏
51 歳

●
北
見
支
部
（
渡
邉
道
仁
支
部
長
）

は
、
8
月
9
日
、
華
形
分
教
会
を
会

場
に
、
支
部
総
会
を
開
催
、
45
名
が

参
加
。

　

布
教
を
志
す
者
の
会
「
や
ま
び
こ

会
」
で
は
、
9
月
16
日
、
8
名
の
教

友
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
札
幌

市
中
央
区
の
住
宅
街
で
、
戸
別
訪
問

に
ま
わ
り
、
布
教
活
動
を
行
っ
た
。

　

実
動
後
に
、
教
務
支
庁
に
戻
り
、

に
を
い
が
け
の
振
り
返
り
や
、
日
頃

の
布
教
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

　

参
加
者
の
一
人
A
さ
ん
は
支
部
長

を
つ
と
め
て
お
り
、
昨
年
10
月
か
ら

や
ま
び
こ
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
以
前
か
ら
「
一
日
一
人
に

　

布
教
を
志
す
者
の
会
と
し
て
、
に

を
い
が
け
活
動
を
中
心
に
実
動
し
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

　

次
回
は
、
10
月
16
日 

13
時
30
分
〜

　
　
　

      

教
務
支
庁
集
合

◆ 

や
ま
び
こ
会
の
ご
案
内 

◆

定
例
に
を
い
が
け

や
ま
び
こ
会

声
掛
け
」
を
す
る
心
を
定
め
て
い
た

が
、
ま
す
ま
す
勇
ん
で
布
教
に
励
ん

で
い
る
中
、
こ
の
ほ
ど
支
部
の
婦
人

会
が
月
に
１
度
、
布
教
日
を
設
け
て

実
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
今
は
二
人
三
人
と
少
人
数
だ
が
、

自
主
的
な
動
き
が
と
て
も
嬉
し
い
」

と
地
域
活
動
を
進
め
る
立
場
と
し
て

喜
び
を
披
露
下
さ
れ
た
。

                                  （
代
表  

藤
野
充
普
）

戸別訪問

●
北
見
支
部
婦
人
会
（
中
平
由
紀
子

主
任
）
は
、
９
月
20
日
、
仁
頃
分
教

会
を
会
場
に
婦
人
会
総
会
＆
み
ち
の

だ
い
育
み
塾
を
開
催
。参
加
者
32
名
。

（
婦
人
会
員
22
名
·
少
年
会
員
·
他

10
名
）

各 

地 

の 

動 

き

支
部
総
会
報
告

　

総
会
は
、
座
り
づ
と
め
·
よ
ろ
づ

よ
八
首
を
つ
と
め
た
。

　

そ
の
後
の「
み
ち
の
だ
い
育
み
塾
」

で
は
、次
の
世
代
へ
繋
げ
る
た
め
に
、

「
婦
人
会
員
も
共
に
伝
え
る
力
を
つ

け
る
こ
と
・
声
を
か
け
続
け
る
こ
と
」

を
確
認
し
、
笑
顔
で
次
回
の
再
会
を

誓
っ
た
。


